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去
る
４
月
１
日
（
火
）
に
、
新
規

採
用
職
員
の
辞
令
交
付
式
と
全
職
員

に
向
け
て
の
市
長
訓
示
を
行
い
ま
し

た
。
本
年
度
の
新
規
採
用
職
員
数
は
、

昨
年
度
よ
り
３
人
多
い
、
男
性
17
人
、

女
性
４
人
の
計
21
人
で
す
。
新
た
な

希
望
を
胸
に
、
こ
の
日
か
ら
丹
波
市

職
員
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
彼

ら
か
ら
は
、「
新
た
な
気
持
ち
で
丹
波

市
を
盛
り
上
げ
ま
す
」「
自
覚
を
も
っ

て
住
民
の
力
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し

ま
す
」「
困
難
な
仕
事
に
こ
そ
前
を
向

平
成
26
年
度
職
員
訓
示

い
て
取
り
組
み
ま
す
」
な
ど
、
力
強

い
決
意
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
私
か
ら
は
、
市
長
訓
示
と

し
て
、
次
の
３
つ
の
こ
と
を
伝
え
ま

し
た
。
そ
の
一
つ
目
は
、
丹
波
市
が

市
制
10
周
年
を
迎
え
る
年
度
あ
る
こ

と
か
ら
、
10
周
年
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
で
あ
る
「
人
か
が
や
い
て
10
年

夢
き
ら
め
い
て
未
来
」
に
あ
る
よ
う

に
、
未
来
に
向
け
て
、
新
た
な
夢
が

き
ら
め
く
ま
ち
に
な
る
よ
う
、
さ
ら

に
丹
波
市
が
飛
躍
・
発
展
す
る
た
め

の
大
き
な
節
目
で
あ
る
こ
と
を
し
っ

か
り
と
認
識
し
、
日
々
職
務
を
遂
行

す
る
よ
う
伝
え
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、「
誇
り
の
持
て
る
住
ん

で
よ
か
っ
た
丹
波
市
」
の
実
現
に
向

け
て
、
職
員
が
率
先
し
て
取
り
組
む

よ
う
伝
え
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
予

算
で
は
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
次

の
３
つ
の
視
点
を
掲
げ
て
い
ま
す
①

10
年
・
20
年
先
の
未
来
に
つ
な
が
る

施
策
を
中
心
に
予
算
化
し
た
「
明
日

に
つ
な
が
る
」
未
来
づ
く
り
②
空
き

家
対
策
や
防
災
対
策
な
ど
に
重
点
を

置
い
た
「
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
」

③
第
３
子
以
降
の
出
産
を
奨
励
す
る

「
ツ
ー
プ
ラ
ス
１
」
出
産
祝
金
の
新
設

や
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
無

料
の
継
続
、
認
定
こ
ど
も
園
の
推
進

な
ど
、「
若
者
に
魅
力
あ
る
ま
ち
」
づ

く
り
で
す
。
職
員
に
は
、
市
の
施
策
、

課
題
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
な
が
ら

業
務
に
あ
た
っ
て
ほ
し
い
こ
と
、
ま

た
、
平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
予
算

額
が
３
６
５
億
円
に
の
ぼ
り
、
１
日

１
億
円
の
お
金
が
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、
効
果
的
か
つ
公
正
に
業
務
を

執
行
し
、「
誇
り
の
持
て
る
住
ん
で
よ

か
っ
た
丹
波
市
」
に
向
け
て
着
実
に

歩
み
を
進
め
て
欲
し
い
と
伝
え
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
三
つ
目
と
し
て
、
市
政

へ
の
信
頼
を
回
復
す
る
こ
と
で
す
。

信
頼
は
一
瞬
に
し
て
失
墜
し
、
回
復

に
は
長
期
に
わ
た
る
不
断
の
努
力
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
度
重
な
る
不
正

な
事
務
処
理
に
つ
い
て
、
一
日
も
早

い
徹
底
し
た
真
相
究
明
と
再
発
防
止

に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
今
、
与
え
ら
れ
た
仕
事
に

精
通
し
、
適
正
な
事
務
を
執
行
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
風
通
し

の
よ
い
職
場
づ
く
り
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
の
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変

え
、
丹
波
市
が
新
た
に
生
ま
れ
変
わ

る
１
年
と
な
る
よ
う
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
所
存
で
す
の
で
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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　新しい年度がスタートしました。
　本年 11 月１日には、丹波市制
10 周年を迎えます。全職員が一丸
となって、新たな未来に向けて、
丹波市がさらに発展・飛躍できる
よう、職務を遂行する所存です。

丹波市中小企業資金融資制度

平成26年度融資利率：年1.15％（固定）
■資金使途 /運転資金・設備資金
■融資限度額 /運転資金 1,500 万円以内
　　　　　　    設備資金 3,000 万円以内
■融資期間 /運転資金 :５年以内
　　　　　　設備資金 :10年以内
■取扱金融機関 /但馬銀行・みなと銀行・兵庫
県信用組合の柏原支店、中兵庫信用金庫本店・
市内各支店、丹波ひかみ農協本店・市内各支店
■その他 / 運転資金の融資において、信用保
証協会の保証を付する場合、保証料の 3分の 1
を市が補助します。

中小企業（従業員 50 人以下）のみなさん
の経営安定と事業拡張などを支援する制度
です。

がんばる中小企業者を
応援しています

丹波市設備投資支援事業補助金

■対象事業
①店舗等の新築及び改装事業　
②福利厚生施設の整備事業
③合理化施設（30万円以上の機械設備等）の導
入事業
■補助率及び補助金額
対象事業費の10％以内（上限30万円）
※必ず事業の着手前に交付申
請書を提出してください。

問 新産業創造課（春日庁舎内）☎ 74‐1464

平成 26年度新規事業あなたのアイデアをお待
ちしています。
新商品開発に取り組む
事業者を募集します

　市内の中小企業者、農林漁業者等が市内の地
域資源等を活用した新商品や新サービスを開発
する場合に支援する制度を設けています。

■内容 / 商品開発にかかる経費のうち、市が認
める経費を最大で 50 万円補助（補助率 1/2）
■募集期間 /５月 30 日（金）まで

※事業の採否は、書類審査及び応募者によるプ
レゼンテーションにより審査会で決定します。
※丹波市産業交流市において、試作品の販売展
示を行っていただきます。

地域資源
の活用を
促進！

中小企業者
の販路拡大
を応援！

問新産業創造課（春日庁舎内）☎ 74‐1464
産業産業

industr y
市内の中小企業者など
を支援し、地域経済の
活性化を図ります。

　中小企業者が販路拡大または販売促進のため
に、市外で行われる展示会や見本市等への出展
に要した経費の一部を補助する制度を設けてい
ます。

■内容 / 市外で行われる展示会等の出展にかか
る経費を最大で 10 万円補助（補助率 1/2）

展示会や見本市への
出展にかかる費用を
支援します

課（春日庁舎内）☎ 74‐1464

まちの
事業者

を応援
！
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節
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